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WG１の目的

MS認証制度の活用の活性化に向けて

 ISO 9001等の認証制度が，社会でどの
ように活用されているか，その実態は？

更なる活性化を目指すには，どのようにし
たらよいか．

3

ISO 9001認証制度の意義

※出典：JAB 理事長 飯塚悦功氏の主催者挨拶資料 P5 4



「能力証明」における活用モデル

提供組織 顧客組織
消費者・
社会

供給者

材料の供給 製品の供給 製品の
供給顧

客

・認知度向上
・信頼性，
イメージ向上
・良質な品物が
入手可能

・購入の促進

・供給者としての
存在価値の向上
・新規／継続注文
の獲得・増大

・供給者の選定
の質／効率向上
・供給者管理／
購買管理業務の
簡素化，質向上

・他社の能力証明
としての活用

・伝達，訴求

・企業査定の質
向上，効率化

・伝達，訴求
融資・保険
商品の提供

・保険料の低減
・円滑な資金調達

ビジネス・経済の活性化
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実態把握のためのアプローチ

 １．「能力証明」に関する活用実態調査（Webアンケート）
 目的：提供組織における活用の場面とその活用方法

 対象：ISO 9001認証企業(206名)
 調査内容：認証意図と効果のギャップ，外部への公表，供給者

選定時の活用など

 ２．保険・融資の実施状況調査
 目的：事業支援（保険・融資）の実施状況の把握

 対象：融資（銀行）1社，保険28社のHP，パンフレット

 調査内容：保険・融資における優遇処置の有無について

 ３．学生へのISO 9001意識調査
 目的：ISO 9001に対する消費者・社会の意識の把握

 対象：大学生（A大学186名，B大学102名，合計288名）

 調査内容：ISO 9001の認知度合い，抱くイメージについて
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１． 「能力証明」に関する
活用実態調査
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調査概要

 調査対象者：

 ISO 9001認証取得している製造業の方

 担当業務が品質管理／保証，ISO 9001事務局

 実施時期：

 2019年1月初旬

 回答方式：

 Webによるアンケート

 原則，選択式(一部記述式あり)
 個人単位で回答
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調査内容（１２問）

 ISO 9001活用の意図と効果
 認証取得の意図 (Q1)
 認証取得の効果 (Q2)
 効果が実感できない理由 (Q3)

 ISO 9001認証取得の外部への伝達
 外部伝達での活用方法 (Q4)
 外部伝達の効果 (Q5)
 効果が実感できない理由 (Q6)

 購買・調達でのISO 9001認証の活用
 供給者の選定での活用 (Q7・Q8)
 供給者選定で活用しない理由 (Q9)
 購買品の受入・定期的な評価での活用 (Q10)
 業務委託での活用 (Q11)

 ISO 9001認証取得で得られるメリット (Q12)
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質問の例

Q1
あなたの所属する企業のISO 9001の認証取得の意図について、
あてはまるものをそれぞれひとつずつお答えください。

項目リスト
Q1S1 1. 顧客が求める製品仕様を満たす製品を提供する能⼒があることを⽰す。
Q1S2 2. 定められた手順に沿って工程を実施していることを⽰す。
Q1S3 3. 第三者から自社のマネジメントシステムの審査を受けているという透明性を⽰す。
Q1S4 4. 良い品質の製品がつくられていることを⽰す。
Q1S5 5. 顧客が製品を購⼊する際、動機や好判断材料となる。

選択肢リスト
○ 1. 非常にあてはまる
○ 2. あてはまる
○ 3. どちらでもない
○ 4. あてはまらない
○ 5. 全くあてはまらない
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回答者の属性

ああああああ従業員

年齢については，就業者
分布とほぼ同様

中小企業の割合が
約40%である．
（最大260000人

最小3人）

ああああああ年齢

11

調査できた企業の認証
取得期間は最大30年，
最小1年といろいろ．

さまざまな業界・業種に
調査できている．その
他として，自動車や医
薬品，窯業なども調査
に含まれていた．

基礎金属，加工金属製品
14.6%

電気的及び光学的装置
19.4%

機械，装置
25.2%

ゴム製品，プラスチック製品
11.7%

化学薬品，化学製品及
び繊維 9.7%

食料品，飲料，タバコ
6.8%

その他
12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

製造品目 (n=206)
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37.4%

44.2%

42.2%

38.8%

29.1%

50.0%

47.6%

44.7%

43.2%

49.0%

11.2%

6.8%

9.7%

15.0%

19.9%

1.5%

1.5%

3.4%

2.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

0.5%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

顧客が求める製品仕様を満たす製品を提供
する能力があることを示す。

定められた手順に沿って工程を実施してい
ることを示す。

第三者から自社のマネジメントシステムの
審査を受けているという透明性を示す。

良い品質の製品がつくられていることを示
す。

顧客が製品を購入する際、動機や好判断材
料となる。

Q1: ISO 9001の認証取得の意図
非常にあてはまる あてはまる どちらでもない あてはまらない 全くあてはまらない

どの項目についても，8～9割の人が
取り上げた意図であると回答．
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35.0%

38.8%

40.8%

38.3%

29.6%

52.9%

49.5%

43.7%

43.2%

49.5%

8.3%

7.3%

10.7%

11.7%

14.6%

1.5%

1.0%

1.9%

3.4%

2.4%
0.5%

2.4%

3.4%

2.9%

3.4%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

顧客が求める製品仕様を満たす製品を提供す
る能力があることを示す。

定められた手順に沿って工程を実施している
ことを示す。

第三者から自社のマネジメントシステムの審
査を受けているという透明性を示す。

良い品質の製品がつくられていることを示
す。

顧客が製品を購入する際、動機や好判断材料
となる。

Q2: ISO 9001の認証取得の効果
非常にそう思う そう思う どちらでもない そう思わない 全くそう思わない 意図していない

効果についても，Q1と同じように，
8～9割の人が実感している結果となった．
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0 1 2 3 4 5 6 7

解釈が困難だから

顧客満足向上に直接繋がらないから

認知度が低いから

理解度や取り組みの浸透度が低いから

サンプリング方法が偏っているから

審査員の力量にばらつきがあるから

その他

Q3 (n=11)

【その他の意見（抜粋）】
1. MS認証の限界？：製品不具合がいくら発生しても仕組みがあれば問

題ないみたいで，個々の製品品質を謳った規格ではないから（1件）．
2. 認証制度の信頼性：会社は審査で指摘を受けない事を美徳化してお

り，審査員もそれに気付いていながら見て見ぬ振りをしている．それで
はせっかくの品質マネジメントシステムも意味がない（1件）．

ああああああああああQ3:効果を実感できない理由(件数)
解釈が困難だから

CSに直接繋がらないから

認知度が低いから

理解度や取組みの浸透度
が低いから

サンプリング方法が偏っ
ているから

審査員の力量にばらつき
があるから

その他
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• すべての項目で期待通り以上が75%以上と高評価
• 「定められた手順に従って・・・」の効果を若干，不安

視しているところがあるのではないか．

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

0.0%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

1.0%

1.9%

3.9%

1.9%

22.3%

13.6%

18.9%

18.0%

25.2%

54.4%

63.1%

55.3%

53.9%

48.5%

17.0%

18.0%

18.0%

17.5%

17.0%

3.4%

1.9%

2.9%

3.4%

3.4%

0.0%

1.0%

1.0%

1.0%

0.5%

1.9%

1.5%

1.5%

1.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

顧客が求める製品仕様を満たす製品を提供す
る能力があることを示す。

定められた手順に沿って工程を実施している
ことを示す。

第三者から自社のマネジメントシステムの審
査を受けているという透明性を示す。

良い品質の製品がつくられていることを示
す。

顧客が製品を購入する際、動機や好判断材料
となる。

意図と効果のギャップの程度

実感できている ← ← ← 期待通り → → → 実感できていない
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60.2%

81.6%

67.0%

65.0%

43.2%

19.9%

10.7%

13.6%

16.5%

15.5%

19.9%

7.8%

19.4%

18.4%

41.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

営業活動の中で、顧客にISO 9001の認証取得を伝えている。

製品カタログ、企業HP、CMなどの媒体に、ISO 9001の認証取
得を記載している。

顧客にマネジメントシステムの質を説明する際、ISO 9001の
認証取得を伝えている。

顧客にマネジメントシステムの質を説明する際、ISO 9001に
基づく評価結果とその対応を提示できるようにしている。

銀行や損害保険会社などの金融機関に対して、優遇措置を受
けるためにISO 9001の認証取得を提示している。

Q4:外部への伝達
している していない わからない

• 想定した活用方法での情報伝達をかなり実施している．
• 選択肢５の金融機関からの優遇措置があまり認知さ

れていないので，活用の余地はあるのではないか

17

0 2 4 6 8

解釈が困難だから
顧客満足向上に直接繋がらないから

認知度が低いから
他を重要視しているから

優遇されることがないと考えているから
理解度や取り組みの浸透度が低いから
サンプリング方法が偏っているから
審査員の力量にばらつきがあるから

その他

Ｑ６:効果を実感できない理由

【その他の意見】
・今は，9001の看板は至る所にあり，特別感もない．

(件数)
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• 選択肢２の不特定多数に向けた訴求方法は効
果の実感が，他の訴求方法に比べて低い．

• 金融機関への訴求は効果が一番実感できている．

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

39.4%

25.8%

33.1%

33.9%

46.3%

41.8%

41.1%

42.8%

39.9%

35.5%

18.2%

29.5%

21.7%

22.0%

15.7%

0.6%

3.7%

2.4%

4.2%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

営業活動の中で、顧客にISO 9001の認証取得を伝えている。

製品カタログ、企業HP、CMなどの媒体に、ISO 9001の認証取得を
記載している。

顧客にマネジメントシステムの質を説明する際、ISO 9001の認証
取得を伝えている。

顧客にマネジメントシステムの質を説明する際、ISO 9001に基づ
く評価結果とその対応を提示できるようにしている。

銀行や損害保険会社などの金融機関に対して、優遇措置を受ける
ためにISO 9001の認証取得を提示している。

狙いの効果と実感のギャップの程度

実感できている ← ← ← 期待通り → → → 実感できていない
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• 完全に代用としている人が7.8%，一方で全く
考慮していない人は8.7%であった．

• 50%以上は，何らかの形でISO 9001認証
取得を考慮している．

7.8% 13.6% 33.0% 36.9% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q７:供給者の選定時の考慮（全体的状況）
代用としている 大幅に加点している
加点している 別の方法で評価している
全く考慮していない
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10.7%

4.9%

4.4%

4.9%

7.3%

2.4%

3.4%

2.4%

51.9%

50.0%

36.4%

39.3%

35.9%

28.6%

51.0%

42.7%

23.3%

22.8%

28.2%

27.2%

31.1%

39.3%

24.3%

27.7%

5.3%

2.9%

9.7%

10.7%

7.8%

9.2%

2.9%

8.7%

8.7%

19.4%

21.4%

18.0%

18.0%

20.4%

18.4%

18.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認証を取得している場合には、製品品質が高いものとして
扱う。

認証を取得している場合には、問題が起きた場合などの対
応能力が高いものとして扱う。

認証を取得している場合には、製品品質に問題がないもの
と扱い、価格など他の基準により評価を行う。

認証取得の有無は、価格、納期などの他の側面の評価と同
等の重みをつけている。

認証取得の有無は、基礎的な能力の証明として利用してい
るが、選定のための基準とはしていない。

認証を取得している場合には、品質マネジメントに関する
コミュニケーションが容易になるが、能力評価としては…

認証取得をもって、製造工程や要員の条件を満たしている
ことの確認材料の一つとしている。

認証取得をもって、製造工程や要員の条件を満たしている
こととしている。

Q８:供給者の選定時の考慮（具体的）
非常にしている している どちらでもない していない 全くしていない
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0 2 4 6 8

供給者の業界で広まっていないから

信用できないから

ルールとして決まっているから

どこまで利用できるかわからないから

その他

Ｑ９: 供給者選定で活用しない理由

• ISO 9001の活用状況に業界間の違いがありそう
• 消極的な理由で使わないこともありそうなので，選定

時に活用するメリットの積極的な提示が必要か
22



8.7%

5.8%

7.3%

10.7%

10.2%

49.0%

48.5%

33.0%

34.5%

38.3%

30.1%

30.1%

37.4%

34.0%

34.5%

9.7%

13.1%

17.0%

14.6%

13.1%

2.4%

2.4%

5.3%

6.3%

3.9%

0% 50% 100%

技術力の評価の一部としてISO 9001を利用
している。

クレームの対応能力の評価の一部として
ISO 9001を利用している。

リードタイムの評価の一部としてISO 9001
を利用している。

衛生管理の評価の一部としてISO 9001を利
用している。

緊急時の対応能力の評価の一部としてISO 
9001を利用している。

Q11:アウトソース先企業のISO 9001の認証取得の利用
非常にしている している どちらでもない していない 全くしていない

• 技術力とクレーム対応能力に対する評価の一部
として活用されている
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7.3%

18.4%

16.5%

14.6%

16.0%

41.7%

52.4%

36.9%

49.0%

40.3%

31.6%

19.4%

30.1%

25.7%

32.0%

16.5%

8.7%

15.0%

9.7%

10.2%

2.9%

1.0%

1.5%

1.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ISO 9001の認証を取得していることにより、消費者の
消費活動への影響がある。

ISO 9001の認証を取得していることにより、その企業
に何らかのプラスイメージを抱く。

ISO 9001の認証取得は当たり前で、むしろしていない
ことで何らかのマイナスイメージを抱く。

ISO 9001の認証を取得していることで、消費者から見
て企業の信用が向上する。

ISO 9001の認証を取得していることで、消費者から見
て認証を未取得の企業との差別化に寄与する。

Q12: ISO 9001の認証取得のメリット
非常にそう思う そう思う どちらでもない そう思わない 全くそう思わない

• ISO 9001認証取得が企業のプラスイメージになる（７０％）
• ISO 9001認証取得が企業の信用につながる（６３％）
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ISO 9001活用の活性化に向けて①

消費者・社会へのアピールは，個々の
企業の努力では効果を感じにくいの
で，認証関係者全体で行うべき．

審査の信頼度を上げ，
業界へ働きかけ，供給
者選定での活用のメ
リットを広く知らしめる.

金融機関での活用について，双方であまり
知られていないので，そのような活用があ
ること（例えば，成功事例）を提示する．

審査の信頼性を向上し，顧客
の能力証明の価値を高める．

25

２．保険・融資の実施状
況調査
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保険会社のHP，商品パンフレット調査

 調査対象
損害保険会社の総数は，日本損害保険協会

( http://www.sonpo.or.jp/member/link/ )に所属す
る26社にチューリッヒ保険，Chubb損害保険の2社を加えた
28社となった．(2018年11月28日調査実施時点)

 調査方法

HPやそこに掲載された商品パンフレットを調査
し，ISO 9001等の認証制度に対する優遇処置
があるかどうかをチェック．
※商品パンフレットにはないものの，実際には取り扱っている場合もあるが，そ

れは考慮していない．
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調査結果
会社名 生産物賠償責任保険の有無 ISO 9001の優遇の有無 備考

あいおいニッセイ同和損害保険 〇 〇 パック保険にもISOの優遇．

アイペット損害保険 × ×

アクサ損害保険 × ×

アニコム損害保険 × ×

イーデザイン損害保険 × ×

ＡＩＧ損害保険 〇 ×

エイチ・エス損害保険 × ×

ＳＢＩ損害保険 × ×

ａｕ損害保険 × ×

共栄火災海上保険 〇 〇 パック保険にISOの優遇．

ジェイアイ傷害火災保険 × ×

セコム損害保険 〇 ×

セゾン自動車火災保険 × ×

ソニー損害保険 × ×

損害保険ジャパン日本興亜 〇 〇

そんぽ24損害保険 × ×

大同火災海上保険 〇 ×

東京海上日動火災保険 〇 ×

トーア再保険 × ×

日新火災海上保険 〇 × パック保険内にPL保険．

日本地震再保険 × ×

日立キャピタル損害保険 × ×

三井住友海上火災保険 〇 ×

三井ダイレクト損害保険 × ×

明治安田損害保険 〇 ×

楽天損害保険 〇 × パック保険内にPL保険．

チューリッヒ保険 × ×

Chubb損害保険 〇 △ 申し込みの条件としてISO等が必要．

28



調査結果の集計と考察

 集計結果

 損害保険会社 28社
 PL保険の取り扱い会社 12社
 ISOの優遇会社 3社

 考察
個人向けの保険(自動車保険や海外旅行保険，ペット保険など)しか取

り扱わない会社には，PL保険を取り扱う会社はなく，法人向けの保険も
取り扱う会社のみであった．また，その他の賠償責任保険とパックになっ
ている場合が多かった．

ISOの認証を取得していることで保険料が割引になることをパンフレッ
トに明記している会社は3社であったが，「その他の割引もあるため，問
い合わせてほしい」との趣旨の記述も多く見かけた．なお，Chubb損害
保険のISOの優遇の有無における△は申し込み条件としてISO等が利
用されているという意味である．
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個別調査（医療機関向け）

 銀行
東日本銀行 医療サポートローン

融資利率の特例

次のいずれかに該当するお客さまについては、上記ご融資利率から0.1％
引下げいたします。ただし、下限金利は1.0％とします。

・（公財）日本医療機能評価機構の病院機能評価認定を取得している病院

・ISO 9001を取得している医療機関

 医療機関へのヒアリング調査（２病院）
 “融資の優遇条件に明記されていないが，事業計画などに加え，

第三者評価や地域貢献度なども交えて説明し，高評価を得ている．
（1病院）”

 “医療事故賠償の保険料については，現時点ではISO 9001の
認証の有無はあまり関係していない．（１病院）”
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ISO 9001活用の活性化に向けて②
融資における融資利率の低減等の融資条件
の優遇処置はまだ一部でしか見られないので，

その理由を探り，拡大の施策を打つ．

保険会社による「生産物賠償責任保
険」のパック保険となっていることが多
いが，そのような保険商品の取り扱い
が確認できなかった9社の理由を探り，

拡大のための施策を検討する．・企業査定の質
向上，効率化

・保険料の低減
・円滑な資金調達
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３．学生への
意識調査
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調査内容と方法

 調査紙による調査

 調査内容
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Q1:ISO 9001の認知度合い

• ISO 9001を聞いたことがある以上の人が30%以上
• 国際規格であることに絞っても15%以上
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大学別集計
A大学

B大学
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Q2:ISO 9001に対して抱く印象，イメージ

※ISO 9001を知っていた人のみ（87人）の結果
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ISO 9001活用の活性化に向けて③
当初想定していたよりも，ISO 9001が知られている可能性があり，

“信頼できる企業”，“品質管理ができている企業”というイメージもある．
そのようなイメージが形成された背景の調査，学生以外の消費者・社会

全体への波及を検討する．

・認知度向上
・信頼性，
イメージ向上
・良質な品物が
入手可能

・供給者としての
存在価値の向上
・新規／継続注文
の獲得・増大
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• 金融機関での活用について，双方であまり
知られていないので，そのような活用がある
こと（例えば，成功事例）を提示する．

• 融資における融資利率の低減等の融資条
件の優遇処置はまだ一部でしか見られない
ので，その理由を探り，拡大の施策を打つ．

• 保険会社による「生産物賠償責任保険」の
パック保険となっていることが多いが，その
ような保険商品の取り扱いが確認できな
かった9社の理由を探り，拡大のための施策
を検討する．

• 消費者・社会へのアピールは，個々の企業
の努力では効果を感じにくいので，認証関係
者全体で行うべき．

• 当初想定していたよりも，ISO 9001が知ら
れている可能性があり，“信頼できる企業”，
“品質管理ができている企業”というイメージ
もある．そのようなイメージが形成された背
景の調査，学生以外の消費者・社会全体へ
の波及を検討する．

審査の信頼度を上げ，
業界へ働きかけ，供給
者選定での活用のメ
リットを広く知らしめる.

審査の信頼性を向上し，顧客
の能力証明の価値を高める．

【更なる疑問】
• 「行政」におけるISO 9001の活用は？
• ISO 9001未認証または認証後に辞

退した企業はどのような活用をしたの
か，またはしなかったのか？
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今後の調査計画

 ISO 9001に関する調査計画

 ISO 9001認証に対する消費者，行政の受け止
め方についての調査

 ISO 9001未取得，または取得後に途中で辞退
した企業の理由の調査

 ISO 9001の活用が盛んな業界を対象に，活用
の仕方や工夫，その経緯についての深堀り調査

 「能力証明」から「能力向上」の活用へ

 ISO 14001での活用実態の調査
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